
二
〇
一
一
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
私
た
ち
が
敬
愛
す
る
加
藤
徹
先
生
が
本
学
を
定
年
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
本
学
へ
の

多
大
な
ご
貢
献
に
感
謝
し
、
こ
こ
に
『
法
と
政
治
』
の
本
号
を
ご
退
任
の
記
念
論
集
と
し
て
編
集
し
、
先
生
に
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

加
藤
徹
先
生
は
、
一
九
九
七
年
四
月
に
和
歌
山
大
学
か
ら
本
学
法
学
部
の
会
社
法
担
当
の
教
授
と
し
て
就
任
さ
れ
、
以
来
二
〇
〇

四
年
三
月
ま
で
法
学
部
教
授
と
し
て
、
四
月
か
ら
は
司
法
研
究
科
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
教
授
と
し
て
、
一
四
年
に
わ
た
っ
て
本
学
の

教
育
・
研
究
、
学
校
行
政
に
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
会
社
法
・
商
業
登
記
法
に
つ
い
て
一
貫
し
た
ご
研
究
を
な
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
は
、

『
商
業
登
記
の
効
力
』
に
お
い
て
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
法
学
の
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
専
門
的
な
ご
研
究
の

展
開
の
み
な
ら
ず
、『
会
社
法』

（
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
四
年)

、
本
学
の
塚
本
和
彦
教
授
と
の
共
編
著
『
新
会
社
法
の
基
礎』

（
法

律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
）
を
始
め
、
多
く
の
教
科
書
を
執
筆
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
に
新
し
く
会
社
法
（
平
成
一
七
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年
法
律
第
八
六
号
）
が
制
定
さ
れ
翌
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
々
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
大
改
革
の
時
代
に
お
い

て
、
先
生
は
会
社
法
の
権
威
と
し
て
多
大
な
ご
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
学
会
に
お
い
て
も
日
本
私
法
学
会
や
日
本
空
法
学
会
に
お

い
て
理
事
を
歴
任
さ
れ
て
活
躍
さ
れ
、
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
公
認
会
計
士
第
二
次
試
験
の
試
験
委
員
の
重
責
を
果
た
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
問
的
な
、
ま
た
学
会
に
お
け
る
ご
活
躍
の
み
な
ら
ず
、
本
学
に
お
い
て
講
義
・
演
習
を
通
じ
て
大
い
に
教
育
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
演
習
等
か
ら
多
く
の
法
曹
が
育
っ
て
い
る
こ
と
、
大
学
院
の
指
導
学
生
か
ら
優
れ
た
研
究
者
が
育
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ご
尽
力
の
成
果
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
大
な
ご
貢
献
と
と
も
に
、
私
た
ち
と
し
て
先
生
に
深
く
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
学
司
法
研
究
科
（
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
）
の
創
設
に
つ
い
て
の
先
生
の
ご
奮
闘
で
す
。
司
法
制
度
改
革
の
大
変
革
の
中
で
、
先
生
は
、
二
〇
〇
二
年
に
関
西
学
院

大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
開
設
準
備
室
室
長
と
な
ら
れ
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
年
間
、
司
法
研
究
科
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
の
創
立
時
の
初

代
研
究
科
長
と
し
て
の
重
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
例
を
見
な
い
新
し
い
専
門
職
大
学
院
で
あ
る
法
科
大
学
院
を
創
設
す

る
と
い
う
新
事
業
は
、
文
部
科
学
省
・
法
務
省
な
ど
の
中
央
省
庁
と
の
交
渉
や
学
内
調
整
、
関
西
学
院
ら
し
い
個
性
あ
る
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
の
形
の
構
想
、
さ
ら
に
全
国
か
ら
の
優
れ
た
教
員
の
招
聘
と
採
用
な
ど
、
大
変
な
尽
力
と
労
力
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
新
設
の
大
学
院
の
運
営
に
お
い
て
は
、
一
つ
ひ
と
つ
具
体
的
な
制
度
構
築
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
大
変
困
難
な
お
仕
事
を
、
先
生
が
英
明
な
知
性
と
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
・
実
行
力
に
よ
っ
て
遂
行

さ
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
大
い
に
敬
服
す
る
点
で
あ
り
、
か
つ
心
か
ら
感
謝
を
さ
さ
げ
る
点
で
す
。

先
生
は
、
二
一
世
紀
の
初
め
に
行
わ
れ
た
、
会
社
法
の
創
設
、
司
法
制
度
の
改
革
な
ど
凄
ま
じ
い
ま
で
の
法
環
境
の
激
動
の
中
で
、
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優
れ
た
知
性
に
基
づ
く
大
い
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
私
た
ち
を
導
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
本
学
ご
退
職
後
は
、
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
と
し
て
、
ま
た
名
古
屋
経
済
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
教
授
と
し
て
、

教
育
と
研
究
と
を
続
け
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
先
生
の
洒
脱
な
お
話
や
優
れ
た
学
問
的
な
お
話
を
思
い
起
こ
し
つ
つ
、
先
生
が
今
後

と
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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